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平成１６年３月鴉日

社団法人日本地すべり学会

歯槽歯置槽

中部支部ニュース
●個個Ｉ個●置‐個●個個恨●

　　　　　　　　　社団法人日本地すべり学会　会員各位　をはじめ，中部支

　　　　　　　　部特別会員，支部賛助会員の皆さま，関係行政機関の皆さま

　　　　　　　　には，平成１５年度も中部支部の企画や行事の運営に対して，

　　　　　　　　おしまぬご指導と，ご協力をうけたまわることができまし

　　　　　　　　た．支部長として，ここに改めて御礼申し上げます．

　　　　　　　　　社団法人日本地すべり学会の中部支部は，地すぺり機構解

／・゛’Ｔｙ・：ややヽ明の研究や対策技術の向上を目的として発足し，平成！５年度

‥‥‥‥七６年が経過しました．この問／会員の皆さま必積極的な参’………
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測μり希？叩ｉ動が順詞こ進められていることを感謝申　　　（信州大学名誉教４）
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…
…：……し・４＝７や，Ｔり１ｊ平嘩１晦厚も瞰雪や台風等の豪雨により各地゛ｃ地すベリ災黙爾吉り吊し夕・．特に．

ハム……：……ネ１ｊｌジダ｀４月には，長野県山の内町仏岩地区（地獄谷温泉）で融雪を原因としｔ地曾べりが尭生し，・観

し．卜‘ヤ゛’
ｒ　
’．光地である地獄谷野猿公園や地域社会への影響が一念されました．

　　　　　　・　　　また，小川村の北尾地区では，家屋被害はなかったものの生活道路である村道が被災する等，

　∧　　　　　　地域住民の生活に影響が出た他，住民の皆さんが不安な生活をおくる状況が生じました．

　　　……………………：Ｉ中部支部の活動が，こうした地すべり災害に対して，より迅速に適切な機構解明ができ，地

　　　　　　　　　域社会に対して，より効率的な研究成果や技術を敏速に提供できるように発展していくことを

願っております．　　　　　　　　　　　　　　　　…………：’１１１１：－

　平成１５年度の活動内容につきましては，５月に社団法人日本地すべり学会元会長の渡正亮先

生をお招きし，「地すべりと岩運動」に関したご講演をいただきました．また，１０月には，石

川県白峰村において，「百合谷地区地すぺり」の現場を参考事例にして，技術検討会を行いま

した．さらに，２月には，長野県内での地すべり調査事例をもとに，「地すべり地における現

場透水試験と透水係数」に関してシンポジウムを開催しましたｊ支部内外の各地から，多くの

技術者の方々の参加をいただき，地すべり機構や地下水調査などの解析方法や，的確性につい

て活発な討論が行われたことをうれし＜思います．

　今後とも会員の皆様のニーズを捉え，幅広い支部活動を行っていきたいと考えております．

平成１６年度は，１９８４年（昭和５９年）９月１４日に発生し

崩れが発生し，多くの死傷者を出した年から２０年を迎

現地検討会を計画しています７皆さまの積極的なご１
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層会員や地域社会ヘサービスを提供できる支部局動ｌｇ
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平成１６年３月ＳＫ）日

　平成１５年度　地すべり学会中部支部総会

［五亙］

　日　時　　平成１５年５月１６日（金）　１４：ａ〕～１５：（ｘ）
　場　所　　サンパルテ山王
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第５号（２）

１４年度事業報告に関する件　　　１
１４年度決算報告の承認に関する件　く

１５年度事業計画の承認に関する件　エ
１５年度事業予算の承詔に関する件

第１号議案

平成１４

平成１５

平成１５

役員のｅ

～～～～講　演　会～～～～～
間
所
題
師

５年度事業予算の承認に関す
）改選に関する件

１５：１５～１７：１５
サンパルテ山王

　「地すぺりと岩運動」
元地すべり学会会長　　渡　正亮氏

～～～～技術交流会～～～～
間
所
時
場

１７：Ｊ～１９：ａ〕

サンパルテ山王

平成１４年度事業報告書

年月日 活動内容 備考
Ｈ１４．５．２（木）

Ｈ１４．５．１７（金）

Ｈ　４．　７．２（月）

Ｈ　４．　８．７（水）

Ｈ　４．　８．２１（水）

Ｈ　４．１１．８（金）

Ｈ　４．１１．２９（金）

Ｈ１４．１２　２４　（火）

Ｈ１５．１．２７（月）

Ｈ１５．２．５（水）

Ｈ１５．３．１４（金）

Ｈ１５．３．３１（月）

　第一回幹事会（役貝の選出・総会議案書検討）

中部支部総会・役員会

講演会　’‘あいまい理論と斜面問題への応用”

　　　　　　　吉松弘行氏（長野市サンパルテ山王）

　現地検討会運営委員会（三里県）

　企画総務部会（現地検討会・シンポジウム検討）

　第二回幹事会（総会報告・シンポジウム検討）

現地検討会（三重県伊勢市神薗地区）

講演会（共催：地すぺり対策技術協会中部長野県支部）

　‘’台湾地震（１９９９年）で発生した大規模崩壊とその後の土砂移動”

　　　　　土屋智氏（長野市サンパルテ山王）

　運営部会（次年度総会検討・シンポジウム準備）

　運営部会（シンポジウム準備）

中部支部シンポジウム

　　　　　“地下水排除工の現状と将来”（長野市県民文化会館）

　第三回幹事会（本年度総括・次年度計画検討）

中部支部ニュース発行

参加者１１９名

参加者３７名
参加者１２）名

参加者９６名

平成１４年度『抑制工法設計マニュアル』研究委員会活動報告
年月日 活動内容

平成１４年８月２１日 委員会設立 第２回幹事会で同委員会設立承認
平成１４年９月１１日 第１回委員会 活動方針の申し合わせ，アンケー卜実施
平成１４年１０月４日 第２回委員会 アンケー卜結果集計検討，委員の役割分担の確認
平成１４年１０月ａ）日 第３回委員会 活動方針決定，二次アンケー卜実施
平成１４年１１月１５日 第４回委員会 整理作業の確認，三次アンケート実施
平成１５年１月２１日 第５回委員会 中間報告内容の確認，今後の活動について検討
平成１５年２月５日 中同報告発表 中部支部シンポジウムで中間報告発表
平成１５年２月１２日 第６回委員会 平成１４年度活動総括，次年度活動方針の検討

－

－
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平成１６年３月丿日

～～ 社団法人日本地すべり学会中部支部　講演会　～～

地すべりと岩運動

◇◇◇〔講演要旨〕◇◇◇

第５号㈹

平成１５年５月１６日（金）

　・師渡　正亮

元（社）日本地すべり学会会長

農学博士，技術士（建設部門）

　支部総会に引き続き，開催されました講演会では，元（社）

日本地すべり学会会長，農学博士の渡正亮先生による講演会

が行われ，「地すべりと岩運動」と題して，渡先生が今日まで

に歩んでこられた長年の地すべり研究の成果や数多＜の現場

からの導き出された，理論的に解明された事実や解析結果に

ついて体系的な講演をいただきました．特に，地すべりとす

ベリ面，地すべりの運動形態と型分類，すべり面の生成過程

などについて初心者にもわかりやすく，同時に地すぺり調査

や対策事業の継続性，必要性についても触れながら，２時四に

もわたり熱心なご講演をいただきました．開催事務局として

改めて感謝いたします．

　以下にその発表の要旨について報告します．（出典：渡　正亮　社団法人日本地すべり学会中部

支部，平成１５年度講演会要旨集（地すべりと岩運動Ｊｐｐｌ～ａ？より一部抜粋）

地すべりとすべり面

地すべりと崖くずれ

　　斜面の崩壊が比較的深い位置で発生して，しかもその発生前にさまざまな変形現象（徴候）が認められて，

　それらが次第に増大進行して最終的には滑落したり，一定の滑動の後，安定化するものを「地すべり」と呼

　んでいる．

　　これに対して斜面の地表付近で表土層や風化帯，変質帯の中で破壊したり，岩盤中のキレツの存在によっ

　て発生するものを「崖＜ずれ」と呼んでおり，この崩壊は，事前にその運動の徴候がごく微小で不明瞭であ

　って，突姐瞬時に崩壊や倒壊に至るものである．

　　これらの相違をまとめると表１－１（｜），（２）の通りになる．



平成１６年３月丿日

表１－１（１）地すべりと崖くずれの相違点〔１９７１，１０渡正亮による〕

第５号（７）

池すべり 崖＜ずれ

地質 特定の地質または地質構造の所に多＜発生する． 地質との関連は少ない．

土質 主として粘性土をすぺり面として渦動する， 砂賀土（マサ，シラス等）の中でも多く起こる、

地形
５°～２５°の緩斜面に発生し，特に上部に台地状

の地形を持つ場合が多い．
Ｊ°以上の急斜面に多く発生する．

活動状況 継続性，再発性 突発性

移動速度
０．０１ｍ／ｄａｙ～１（ｈＶｄａｙのものが多く一般に速度

は小さいが，次第に加速して崩落する、
落下時の速度はきわめて大きい．

土塊
土塊の乱れは少な＜．原形を保ちつつ動＜場合が

多い．

土塊はかく乱される．

誘因 地下水による影響が大きい． 降雨時に降雨強度に影響される．

規桟橋 １～ＩＣＸ：ｈａで規模が大きい． 厚さか薄く規模か小さい．

徴候
　発生前にキレツの発生，陥没，隆起，地下水の変

動等が生ずる．

徴候の発生が少な＜，突発的に崩落してしまう．

表１－１（２）地すべりと崖＜ずれの相違点

地すべり 崖くずれ

地質

特定の地質または地質構造をもつ地帯や火山変質の

著しい地帯に集中する傾向をちつ．

段丘や虜錐或いはシラス，マサ，ローム等の分布す

る急斜面や山腹に分布する不安定な表土層や転石

の存在或いは亀裂に冨んだ岩盤の急崖など、

地形

５°～２５°の緩斜面の中に発生し，特に頭部に台地状

の地形を右つ「地すべり地形」の山腹に発生しやす

い．

河岸，海岸などの高い浸食露頭や４５゛以上の山腹

急斜面で多発する．亀裂に冨んだ岩盤の場合は

１脂１近い念慮のこともある．

運動特性

斜面内に亀裂，陥没，隆起等による変形が続き滑落

に至る．連動は断続的な場合が多い．

斜面内にクリープとせん断が発生している、（継続

性・断続性）

崩壊前の徴候が認め難＜，突発的に崩落する．

クリープ運動が不明瞭なうちにせん断破壊が発生

する（突発性なので崩壊の予測が困難）．

土質

薄い粘土層をすべり面として滑動する、運動する土

塊は崩積土，風化岩，岩盤等よりなる．

砂貧土の中でも多く発生し，従ってクリープが少な

くせん断破壊に至る．また亀裂に沿った岩盤の倒壊

や斜面中の不安定岩石の落下等もある．

規模

厚さ５ｍ以上でＩＣＸ如を超えるものもある、通常（厚さ

ＩＣ屈～３０孔面積１～ＩＣＸＤｈａ，土塊体積１万�以上数

ＩＣＸＤ万ｍ３に達する大規模なものもある．

厚さ２～３１，土塊の体組敷１０～数干ｍ３で比較的小

規模，崖高５～ａ１１において多く災害発生している．

崩れると土砂が座高の１～２倍の位躊まで達する

ことがある．

誘因

降水，融宮による地下水の増加の影響が大きい、大

規模地震によって山体の大崩壊を発生しやすい．

斜面内での土工や排水不良，斜面の一部水没等によ

っても発生しやすい．

豪雨時特に降雨強度に影響される．地震によって集

中的に多発しやすい．斜面下部での切生や斜面上部

での排水不良による斜面内の表流水増加も誘因と

なりやすい．

災害の

様相

斜面の変形運動によって斜面上の人家や各種構造物

に変状が発生して滑落のおそれが増大する．滑落し

た場合は規模が大きいので集落や河川や道路，鉄道

等の交通通信施設，その他の構造物が埋没して，河

川では土石沢を発生しやすい．

崩落，倒壊によって崖下の人家や構造物等が埋没破

壊され，場合によっては泥流を発生して更に被害が

拡大する．
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すべり面の実鯉

　　　地すべり地層の垂直的な運動分布については，現在までに実施された調査の結果（大口径井掘削面の観察，

　　クリープウ・ルによる観測，ボーリング孔を利用した孔内傾斜計の観測値）から，地層が剛体的な挙動をする

　　一面せん断運動に近いこと，そしてすべり面は厚さ数ｃｍないし数１０ＱＩの薄い擦過痕をともなった過圧密粘土

　　層より成り，その直上部に表混りの粘土層（すべり土塊の撹乱された硬混り粘性土層）が図１－１（１）（２）に示す

　　ように１～数ｍの厚さで分布していた．この薄い粘土層は「すぺり面粘土」と呼ばれ，地すぺり地の地下では

　　必ず見出され，丁度地下に広い布を敷きつめ

たように分布し，その層を中心として継続的

なせん断運動か発生していることがわかって

いる．

　この「すべり面」の厚さは部位によって若

干異なり，また波打って分布している．この　すぺり

面を境界として上盤である上部運動層と下部

の安定層との間に明瞭な風化や地下水の面で

相違があり，上層が降水や溶過水の影響を蒙

った酸化帯を伴った強風化帯であるのに対し

（１）地すべり地層撲式図，

ｒ
―
’

（２）地すぺり巡勤の槙式縦断速度分布図

図１－１　すべり面の作用

て，すべり面の下層は若干の風化帯を伴う原岩色を伴った新鮮な基岩より成っている．このすべり面粘土層が

広い連続性を七った「難透水層」を形成して，このすぺり面の上面に大きな地下水包蔵帯（地下水タンク）を

形成していること，そしてその水位変化による水圧変化が，すぺり面の抵抗力変化に，即ち地すべり運動に深

く関与していることがわかってきた．

　そしてこの「すべり面」の存在こそ地すペリ運動を発生せしめる重要な素因として他の崩壊現象と全く異な

る現象を発生していることがわかってきた．

々…………⑤し………⊇…………地すべりの運動形態と型分類∠………………………

地すべりの運動形態

　地すべりにもいろいろな地質，地質構造に応じた地すぺり分布やそれぞれの地すベリのもつ地形，運動形態，

地‾Ｆ水分布かあって，その一つ一つをとり上げても，全く同一つのものはなく，似ていてもどこかが違ってい

たり，似ても｀似つかないものもあったり，それはちょうど人間の顔や体質が個人個人で相異なっているのと

同じようだと云われている．筆者七いままでに，調査をしたり，対策の指導に当たった地すぺりの数は数干箇

所にものばると思うが，どれをとって七全く同－ということはない．しかし似たものはあって，そういうもの

にゆき当たると，その以前に診た類似の地すべりを思い出して，あのときはどのようにして運動し，また安定

をはかったかと思い起こして，それを参考にして対策を決めることはよくある．これが実は運動形態による分

類（対策のための分類）の重要な因子になるわけである．

　いわぱ，われわｎは医師のようなむのであって，患者に出会った場合は，まず，病歴，徴候，年令，体格，

触診等（文献調査と踏査）から始まって，その患者の病気の根源を類推し，それに適合した検査（調査）を行

う．病気の根源が不明瞭な場合は，ちょうど人間ドックに入れるように概括的な検査（概査）を行って，病源

ｊ



『
－
－

平成１６年３月釦日 第５号（９）

を確かめ，細かい検査（精査）を行って治療法（対策工法）を決める，この決め方も患者の体寛年令，その

他を勘案して決定するのが普通である．前述の（）は地すべり対策の場合の用語を当てはめてみた．

　地すべりを病気に例えると，地すべりは病気の進行状態や，回復のし方も患者の体質によって大いに異なっ

ていることも当然の事実である．一般に若い人は病気の進行が著しく早く，知らないうちに重大事態になった

り，治療が成功すると早急に回復して社会に復帰できる．小児（幼年）の場合は特にこれが明瞭である．とこ

ろが老年になると病気の進行が遅＜て回復も遅＜，再発したり，小康を保つたりの繰返しで，若い人にとって

即効的な薬も老人には遅効的であったり，或いは明瞭な効果を表さないことか多い．中年過ぎると人間誰しも

この傾向はあるようである．地すべりの場合もそれとよ＜似た傾向が見受けられる．たとえば，長野県茶臼山

の地すベリは，すでにＩＣＸ〕年以上もの間運動を続けており，といって滑落してしまうわけでもなく，対策工も

すでに数十年にわたって続けられ，最近になってようや＜安定化に成功した．これに対して富山県の胡桃地す

ぺりは，明確な運動は早期に発生して，その運動は急速であり，この主たる運動の終結も非常に早かった．イ

タリアのパイオントダムの地すべりなどは，滑動の徴候がみえてから終結（滑落）まで１年足らずであった．

このような運動状態の相違は何から起こるかというと，これは地すべり土塊の性質によるところが大きい．

　茶臼山（長野県）地すぺりは末端部の流動地帯を見ると，ほとんど粘土より成っているのに対して，バイオ

ントダムや胡桃（富山県）は，新鮮な岩盤より成っていた．いわゆる地すペリ地形も茶臼山は誰がみてもわか

るように明瞭であるのに対して，バイオントダムの場合は岩盤より成っていたため事前に地形や地質によって

これを予知することは非常に困難であった．こ

地すべりの型分類

　　　地すベリにおいても人体と同様にその運動の経歴によって老人型，成人型，青年型，幼年（小児）型に分類す

　　ればそれが，それぞれの地すヘリの土塊の性質，地形，すぺり面，予知の方法，主要な対策工法等を代表す

　　るものになるのではないかと考え，筆者は，地すべりを以下の四つの型に分けてみた．

型分類 地すべりの特徴的な事項

ａ）岩盤型
主として新鮮な岩盤より成る池すぺり

　　　　　ー初生又はそれに近い地すベリー幼年型

ｂ）風化岩型
主としてキレ２ノに飛んだ風化岩盤より成る

　　　　　－それに続く再活勤型池すベリー青年型

ｃ）崩積土製
主として強風化岩や地層の組織を残した，巨レキ昆りの土砂を主体とする

　　　　　一継続的滑勤を繰返した地すベリー壮年型

ｄ）粘性土製

レキ混りの粘性土より成る

　　　　　一長期にわたる運動の結果，綾斜面化して

　　　　　　終末に近づきつつある池すべり一老年型

　これら四つの型は前述の小出博や中村慶三郎の分類の基本概念と同様に，運動の継続的繰返しによって同

一斜面が時系列的に変貌して，岩盤→風化岩→崩積土→粘性士の順をたどって変貌して終末の自然安定化をた

どるものを考えた結果生まれたものである．しかし現実においてはそれらの中間型，複合型があり，また，そ

の中途の段階で滑落して消滅又は安定化したり，何等かの自然的或いは人為的要因によって安定化して終末期

を迎える地すべりが多＜見られることも事実である．また火山活動や地震動，大降雨によって生成された火山

砕屑物や一部の崖錐ＩＩ哩堆積物のように崩積土型を初生とするものも認められている．
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　　　そこで前述の考え万に基づいて

，すべり面形成の過程を具体

　　的に考えてみよう（図４－１）

。

の盤のクＩ－プ（Ｓａｃｋｕｎ　　の形成）

　山体が若干のバランスを失いつつゆるんだ谷側に重力変形

が生ずると，斜面頭部には沈下によって，連続した落差，二重

Ｌ」稜，分離丘等が発生し，末端はやや膨らみを生じ，時には小

崩壊が発生することもある．この段階では斜面内ではＳａｃｋｔｎｇ

によるクリープが進行している．

一面の形成

　　　変位の進行と共に頭部の斜面勾配が次第に緩くなり，逆に末

　　端では膨れ出しによる圧縮クラックや，小規模な斜面運動が一

　　められる．斜面内部には複数枚の応力集中による弱面が形成さ

　　れて，いずれかに，歪みが集中する傾向を持つ．そして変位の

　　進行に伴って，弱面の粘土化が促進される．

田

第５号（１０）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図４－１　すべり面の形成

ＳａｏｋｕｎとＧｌｅｉｔｕｎ（Ｇｌｅｉｔｕｎの生

　　　更に変位が進行すると頭部に帯状の落差や陥没帯が発生し，

　　末端では，流れ盤の岩盤の場合はスランプか，また受け盤の場合やキャップロック等の場合はトッブリング崩

　　壊が発生する．斜面内の一部では特定箇所への歪の集中による一面せん断現象（Ｇｌｅｉｔｕｎｇ領域）があらわれ

　　て擦過粘土が生成されてこれがＳａｃｋｕｎｇ領域と共在する．

す一旦丿蒼の形成

　　　Ｇｌｅｉｔｕｎｇ領域は変位の進行とともに拡大して，ついには全域を覆うようになると，全域に一枚の連続した

　　薄い粘土層をともなったすべり面が形成され，地すべり運動が始まる．

　　　このように過去の激しい浸食活動や氷河の後退等による山腹の側面支持力の減退は岩盤斜面のバランスを

　　徐々に崩して，山体にゆるみ現象（Ｓ３ｃｋｕｎｇ）を生じ，年月の経過とともにこれが次第に顕在化して初生の岩

　　盤すぺりＦこ移行することを説明したが，これに加えて，このような山腹に切土，トンネル等の掘削や斜面の水

　　没等の行為が刄０われぱ，同様にこの現象の進行を更に促進することは申すまでもないことである．

四

　　　前述の如く，岩盤地すぺりの発生し易い地形について記述することは大変困難であり．一般に一見して健全

　　に見える堅硬な岩盤より成る或いは成ると思われる斜面においても発生することがある．

　　　しかしその斜面の内部には前述したような重カクリープが前駆現象として発生している筈であり，これが少

　　なくとも大きな地形或いは微地形の中に現われている可能性が高いので，細心にこれ等を調べる事によって予

　　察し得る七のである．特に大規漠な土工や大きな湛水を行う予定の斜面に対してはこのような配慮が必要であ

　　る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上）

｜

｜

｜

ｉ

ｊ

ｌ
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　　　　　　　　　地すべり現地検討会　一報　告－

　　　　　　　　　　「百合谷地区地すべり」

～平成１５年度第５回社団法人日本地すべり学会中部支部現地検討会に参加して～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明治コンサルタント長野支店

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐野達矢

〈現地視察〉

　平成１５年１０月２２日（水）に石川県石川郡白峰村のＦ百合谷地区地すペリ」現地検討会に参加

しました．参加人数は県内外から合わせてａ３名と多数に上り，にぎやかな検討会となりました．

　百合谷地区地すべりは，手取川支流百合谷右岸に面しています．保全対象としては，下流ｌｋｍ

に桑島集落，及び石川県民の約７割に

水道水を供給し「県民の水がめ」とい

われる手取川ダムがあります．

　地すべり指定区域の総面積は

１４９．８２ｈａで，百合谷地区，ウス谷地区，

逆巻谷地区，焼杉谷地区の４地区に区

分されています．

　今回は，百合谷地区の全景を望める

ことのできる対岸からの視察，また地

すべりブロック末端の末端区域の２箇

所を交互に視察することができまし

た（写真－１参照）．

〈現地検討会〉

　現地視察後には，白峰村「森林館」

にて検討会が開催され，北洋支部長，

川村副支部長，川上顧問をはじめとし，

多くの出席者の方々による討論や意

見交換が行われました（写真－２参照）．

　また，検討会の終了後には，白山砂

防科学館の見学も行われ，とても充実

した地すぺり現地検討会に参加する

ことができ，無事現地検討会日程を終

えることびできました．

　最後に，今回の現地検討会の開催に

あたりご協力いただいた石川県当局の

写真－１　現地視察風景（地すべり末端）

写真－２　検討会（白峰村『森林館』）

方々をはじめ，中部支部副支部長川村國夫（金沢工業大学）先生，中部支部開催事務局の関係

者各位に深く感謝申し上げる次第です．
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　　　平成１５年度　地すべり学会中部支部シンポジウム

ー地すべり地における現場透水試験と透水係数－

　　　　　　　　　　　　　　　　　～平成１６年２月４日～

　（社）日本地すぺり学会中部支部では，『地すべり地における現場透水試験と透水係数』をテー

マとしたシンポジウムを開催した．以下にその概要を報告する．

１。開催日時および会場

　平成１６年２月４日（水）；１０時～１６時３０分，　場所；長野県県民文化会館小ホール

２．プログラム

　１０：【Ｘ】～１０：１５　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３：〔Ｘ〕～１４：ＣＸ〕

　　　開会の辞　　中部支部幹事　　　　　　　　　　　　　特別講演（２）『現場透水試験と透水係数』

　　　支部長挨拶　北渾秋司支部長　　　　　　　　　　　　　　　　　　川上浩中部支部顧問

　　　来賓挨拶　堀内成郎土木部技術参事兼砂防課長　　　１４：１０～１４：５〕話題提供

　　　シンポジウムの趣旨説明中部支部幹事　　　　　　　　１．中渾浩一明治コンサルタント㈱長野支店

　　　　　　　　　　　　　内藤哲　　斉藤彰朗　　　　　２．桜井千寛　日本物理探鉱㈱長野事務所

　１０：１５～１０：４５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．中村幸‐北場建設㈱地質コンサルタント部

　　　『抑制工法設計マニュアル』研究委員会　　　　　　　　４．佐野達矢明治コンサルタント㈱長野支店

　　　　　　　委員中間報告　　　　　　　　　　　　　１５：（ｌ⊃～１５：４Ｃ　話題提供

　　　・現場透水試験の手法　　　内田克　　　　　　　　５．加藤俊典　農林水産省関東農政局

　　　・現場透水試験の実施状況　飯沼達夫　　　　　　　　　　　　　長野西部農地保全事業所

　１０：Ｓ～１１：５０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６，土屋好幸　日本綜合建設㈱

　　　　特別講演（１）「地下水と亀裂水」　　　　　　　　　　７．藤田耕二国土防災技術㈱長野支店

　　　　　　　　　　　　信州大学助教授中屋員司　　　　　８．田中靖政日本工営㈱信越事務所

　１２：（Ｘ）～１３：〔Ｘ〕昼食　　　　　　　　　　　　　　　１６：（ＸＪ～１６：２Ｘ）総合討論，閉会の辞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中部支部幹事企画部

　　北渾支部長によるシンポジウム開催の挨拶　　　　　　　　　　　　討論会風景

３．開催の趣旨

　地すべり学会中部支部では，会員皆様のアンケートを基にシンポジウムのテーマを決め，これ

までに「計測手法の原理と実例」「地下水排除工の現状と将来」などを討論してきた．

　地すべり地における地下水の問題は，地すぺりの機構を解明して効率の良い経済的な対策工法

を設計・施工する上で避けて通れない，最も基本的かつ重要な課題のひとつである．このため，
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当支部では《抑制工法設計マニュアル研究委員会》を発足し，鋭意この課題に取り組んでいるこ

とろであリ，その成果の一部は昨年のシンポジウムにおいて報告した．

　地すヘリ地における地下水の問題には多＜の要素が含まれており，一朝一夕には解決できない

課題である．また，一部の研究者だけでは解決できない課題でもある．今回のシンポジウムでは，

地すヘリ地における地下水調査の現実と問題点を浮き彫りにして皆様の共通認識とすることを目

的に，”地すべり地における現場透水試験と透水係数”をテーマとし，地すヘリ地における地下水

の課題を討論して頂くことにした．なお，地下水の問題点に関しては，今回の結果を踏まえて次

回も引き続き取り上げる予定である．

　本日は，中屋幹事と川上顧問より，テーマ解決に必要な特別講演を頂＜事にした．皆様の自由

かつ活発な討論をお願いしたい．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地すヘリ学会中部支部　企画部

４．「抑制工法設計マニュアル研究委員会」中間報告

１．はじめに

　平成１５年度地すべり学会中部支部シンポジウムのテーマｒ地すぺり地における現場透水試験

と透水係数」に先だって，地すべり学会で本テーマにおけるアンケートを実施したところ以下の

回答を得ることができたので，その概要について報告する．

２．透水試験の実施状況

　（１）表－１に示すように，県内の事業実施者より平成１５年度１２月末段階において実施した

地すべり調査孔と透水試験，孔内検層の状況は以下に示すとおりであった．

　　　　　　　　　　表－１　地すヘリ調査ボーリング孔と透水試験，検層の実施状況

事業者名 池すべり調査孔 透水試験実施孔 ヤコブ式 地盤工学会基準

長野県犀川砂防事務所 ７ ７ 了 ０

長野県長野建設事務所 ８ ８ ８ ０

長野県北側地方事務所 １０ ５ ０ ５

長野県姫田砂防事務所 １５ ８ ０ ８

長野県林務部森林保全課所菅 ９ ０ ０ ０

長野県下伊那地万事務所 ２ １ ０ １

長野梁上小地方事務所 ２ ０ ０ ０

長野県北安曇池万事務所 ４ ３ ０ ３

合　計 ５７ ３２ １５ １７

　（２）図一川こ示すように，調査孔５了孔のうち，平成１５

年度の透水試験実施状況は２５孔／５７孔であった，透水試

験実施個所は５６％であった．

　地すべり調査孔を設置する際には半分以上の調査孔で透水

試験が実施されているものの，地すベリブロック内の基礎情

報収集のー環として，―層の透水試験実施が望まれる．

透水試験無し
　　４４％八。√１
　（２５／５７）不二Ｉ
　　　ゝハ

ムｉ鋤

ｔ験孔
　　　　　　　　　　５６％
　　　　　　　　　（３２／５７）

図一１　透水試験の実施状況
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　（３）透水試験方法について図一２に示すように，アンケー

ト結果より実施されている透水試験は，（社）地盤工学会刊，

地盤調査法による平成１０年８月発行ｐｐ２ｇ）－Ｚ３１の（ポシュ

レク）の式より求める場合と，揚水試験（簡易揚水試験等）

Ｊａｃｄ⊃（ヤコプ）の式から求める場合とに大別される場合があ

ることがわかった．

　透水試験が実施された３２孔のうち，（社）地盤工学会によ

る方法が１５孔（４６％），ヤコブ式による方法が１了孔（５３％）

であった．

第５号（１４）

ヤコブ式Ｊ

　　（昌）

図一２　簡易揚水試験の方法

　透水係数の違いは，ボーリング孔内の孔壁状況（孔内の孔壁泥膜，マッドケーキ）や湧水圧，

間隙水圧の状況によって大き＜左右されると考えられるが，現場での実施状況では試験実施に際

しての使用の特記（等）についての区分は明確となっていないと考えられる．

　なお，平成１５年度のアンケート結果では収集されていないが，過去においては透水試験方法

におけるその他の試験法　パッカー法，ヒエゾメーター法などの実施例が地すべり現場ごとに実

施されている．

３．孔内検層の実施状況について

　孔内検層の実施状況について透水試験を実施した３２孔

について回答を求めたところ，地下水検層の実施孔が２４孔

　（７５％），電気検層の実施孔１孔（３％），検層無し７孔（Ｚ２％）

であった．概ね，地すべり調査孔で透水試験が実施されてい

る箇所においては，地下水検層は実施されていると伺える．

　　　検層無し

　　　２２％

　　　　滞口．電気検層　’・゛Ｉ　、言ｊ、．‘．

（

昌

）

ｅＳＩこｌｌｙ

ｌ

　　　　　　　　（２４／３２）

４．まとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図一３　孔内検の実施区分

　地すべり調査では，地下水の変動状況や分布状況が地すべり発生のメカニズムを解明する上で

重要である．したがって，地すぺりの型によって適切な透水試験方法が選定できるか，また地す

べり調査孔の孔内状況によって，より適切な透水試験方法が選定できるのか，などの基本的な事

項の整理が重要である．また，総括的な過去からの試験データーの集積方法の整理と分析が必要

と考える．

５．参加状況と総評

　　シンポジウムは，多方面から７５名余りの参加を得て盛況であった．参加者の内訳は次のとお

　りである．

　　　　大学・研究機関　：　　３名

　　　　行政機関　　　　：　２０名

　　　　一般企業　　　　：　５２名　　　　　　　　　　　　合計７５名（事務局含む）

　　話題提供として，行政機関およびコンサルから８件の簡易揚水試験の事例紹介を頂いた．各発

　表内容は，試験方法から解析手法，さらに試験結果から得られた揚水量と透水係数の関係，地下

　水検層との関連性等についての報告が行われ活発な討論が交わされた．

　　現在実施されている簡易揚水試験は，試験法と解析法に改善すべき点はあるものの，今後更に

　活用をはかるぺき方法と言える．今後の課題としては，地すべり調査の一環として，水頭と揚水

　量に着目して活用すべきことが示された．
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第５号（１５）

社団法人地すべり学会中部支部総会・講演会開催案内

平成１６年５月１４日（金）１４：３０～１５：００

サンパルテ山王

　開　会
　支部長挨拶
　来賓挨拶
　議長選出
（社）日本地すヘリ学会

　　中部支部への移行について

６　議　事

　７　支部新役員紹介

　８　その他

　９　閉　会

ＩＬ』襄＿＿全

　時間　　１　５　：　１　５～１６：３０

第１号議案平成１５年度事業報告に関する件

第２号議案平成１５年度決算報告の承認に関する件

第３号議案地すべり学会中部支部規定の廃止と

　　　　　　支部運営規則に関する件

第４号議案平成１６年度事業計画の承認に関する件

第５号議案平成１６年度事業予算の承認に関する件

第６号議案役員の改選に関する件

場所　サンパルテ山王

演題　「地すへりとのＧＩＳについて」
講師　（社）日本地すベリ学会中部支部支部長

技術交流会
　時間　　１７：３０～１９：００

　場所　サンバルテ山王

北渾秋司氏

　　　　　　　　　　　　　平成１６年度　企画・行事予定のお知らせ

　平成１６年度も中部支部の地域の皆さまに提供できる新企画や行事を考えております．その度に，

開催案内（等）でお知らせしますが，ふるってご参加お願い申し上げます．また新企画（等）や

要望などがありましたら，ふるって事務局までご意見をいただきたいと存じます．

　開催時期

Ｈ１６．５印４日（金）

Ｊ
言
ぷ

心
岫
岫
謳

●●●●●●●●●●●

右の写真は

　とこ

　でしよラ？

　　　　　　　　　　　　企画・行事予定内容（等）のご紹介

社団法人地すヘリ学会中部支部総会，中部支部運営委員会（長野市サンパルテ山王）

講演会吋也すベリＧＩＳについで北渾秋司氏

長野西部地震「御嶽崩れ２０周年ミニシンポジウム」記念事業（長野県内起案中）

地すベリ現地検討会（岐阜県内予定）

中部支部シンポジウム（長野県内予定）

中部支部ニュース発行

◆ クイズコーナー ◆

わかった方は地すぺ

り学会中部支部まで

メールでお知らせ＜

ださい．

正解の方の中から抽

選で５名様に記念品

をお送りします、

ｓｃ徊ｘ２．ａｖｉｓ．ｎｅ．ｊｐ
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●●●・●　●　●● 支部特別会員（８口）　●●●●●●●

２口

　　長野県地すべり対策協会

１口

　　石川県森林土木協会

　　（社）地すべり対策技術協会中部静岡県支部

　　（社）地すべり対策技術協会中部長野県支部

　　（社）地すべり対策技術協会北陸石川県支部

　　（社）地すべり。対策技術協会北陸富山県支部

ドト．，長野県治水砂防協会

・・．・．：ｙ．　・・・　　．ｉ
（敬称略）（平成１６年１月２９日現在）

乙


